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補助事業番号  23-2-031 

補助事業名  平成23年度 障害をもつ人が幸せに暮らせる社会を作る活動 補助事業 

補助事業者名  公益財団法人 日本障害者スポーツ協会 

 

 

1．補助事業の概要 

(1)事業の目的 

  障害者のスポーツ活動の促進を図るため、全国障害者スポーツ大会やその予選会の開催及び

各競技大会を開催し、もって公益の増進に寄与することを目的とする。 

 

(2)実施内容 

 ア.第11回全国障害者スポーツ大会の開催(山口県) 

  名  称：第11回全国障害者スポーツ大会（おいでませ！山口大会） 

  実 施 日：平成23年10月22日～24日 

  実施場所：山口県内8市の各会場 

       （下関市、宇部市、山口市、萩市、防府市、下松市、周南市、山陽小野田市） 

  実施競技：個人競技6（陸上競技、水泳、ｱｰﾁｪﾘｰ、卓球、ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ、ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ） 

       団体競技7（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、ﾌｯﾄﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ、ｸﾞﾗﾝﾄﾞｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ｻｯｶｰ） 

       オープン競技1（卓球ﾊﾞﾚｰ） 

  参 加 者：5,404名（選手3,238名、役員2,166名） 

 

 イ.第11回全国障害者スポーツ大会予選会の開催 

  以下9競技において、全国を6～8ブロックに分け、全国障害者スポーツ大会に向けて予選会
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を実施した。 

  1）聴覚障害者バレーボール競技 

   全国6地区に分け、平成23年5月21日～6月26日の間で実施した。 

 

  2）視覚障害者グランドソフトボール競技 

   全国8地区に分け、平成23年5月15日～6月19日の間で実施した。 

  3）車椅子バスケットボール競技 

   全国7地区に分け、平成23年5月21日～6月19日の間で実施した。 

  4）知的障害者バスケットボール競技 

   全国6地区に分け、平成23年5月21日～6月26日の間で実施した。 

  5）知的障害者バレーボール競技 

   全国6地区に分け、平成23年5月21日～6月26日の間で実施した。 

  6）知的障害者サッカー競技 

   全国6地区に分け、平成23年5月1日～6月15日の間で実施した。 

  7）知的障害者ソフトボール競技ブロック予選会 

   全国6地区に分け、平成23年4月24日～7月9日の間で実施した。 

     

 

 

  8）知的障害者フットベースボール競技 

   全国6地区に分け、平成23年4月24日～6月5日の間で実施した。 
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  9）精神障害者バレーボール競技 

   全国6地区に分け、平成23年4月23日～7月17日の間で実施した。 

 

 ウ.日本障害者自転車競技大会の開催 

   名称：2011日本自転車競技大会 

   1）トラックレース 

   実施日：平成23年7月23日（土）、24日（日） 

   実施場所：向日町競輪場（京都府） 

   参加人数：選手12名 

 

  2）ロードレース 

   実施日：平成23年6月4日（土） 

   実施場所：万場調整池（愛知県） 

   参加人数：選手15名 

 

 

2．予想される事業実施効果 

 ア.第11回全国障害者スポーツ大会の開催(山口県) 
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   本大会は5年ごとに大幅な見直しが行われ、障害者が公平かつ、積極的に参加できる環境

作りに努めている。今後、参加できる障害の幅を広げるよう、検討中であり、より広く障害

者の参加が期待できる。また、多くのボランティアや関係団体の協力と支援により運営され

ているが、ボランティア等が身近で障害者スポーツへ触れることにより障害者スポーツの理

解が深まる。開催県である山口県では、一般のスポーツ施設が障害者にとっても、ソフト面

で使いやすくなり、障害者スポーツ指導員も増加することが期待される。今後も継続するこ

とにより、より多くの県や地域での障害者スポーツ振興が進む事が考えられる。 

 

 イ.第11回全国障害者スポーツ大会予選会の開催 

   予選会の開催県（実施場所）を持ち回りすることにより、障害者スポーツや競技がさかん

でない地域での普及振興につながり、各地域で、障害者スポーツの理解を深めた審判員、手

話通訳、スポーツ指導員の増加が見込まれる。 

 また、精神障害においては、個人競技の正式種目が無いため、今後団体競技の予選会を各

地域で継続することにより、精神障害への理解につながる。 

 

 ウ.日本障害者自転車競技大会の開催 

   本大会は、一般の自転車競技連盟の協力を得て開催しているため、一般の自転車競技（競

輪）経験者が障害を受傷後、障害者自転車競技の選手になるなど、一般の自転車競技でも活

躍する指導者が、障害者自転車競技でも技術指導をするなど、団体同士の連携ができた。 

   また、本大会で活躍した選手がパラリンピックをはじめとする国際大会でメダル獲得、上

位入賞が見込まれる。 

 

3．本事業により作成した印刷物等 

 日本障害者自転車競技大会（プログラム、報告書） 

 

4．事業内容についての問い合わせ先 

 団 体 名：公益財団法人日本障害者スポーツ協会 

       （コウエキザイダンホウジンニホンショウガイシャスポーツキョウカイ） 

 住   所：103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-14-9 三星ビル5階 

 代表者名：会長 鳥原光憲（トリハラミツノリ） 

 担当部署：総務部（ソウムブ） 

 担当者名：岩坪 友子（イワツボトモコ） 

 電話番号：03-5939-7021 

 F A X：03-5641-1213 

 E - m a i l：miyashita@jsad.or.jp 

  U R L：http://www.jsad.or.jp 


